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定期監査の結果について 

 

 

地方自治法第 199 条第 4 項の規定に基づき、定期監査を実施したので、同条第 9 項

によりその結果を提出し、かつ、公表する。 

 

記 

 

1. 監査の対象   総合政策部 秘書広報課 

 

① 監 査 の 期 間   令和 5年 2月  1日から 

令和 5年 2月 28日まで 

 

② 日 程 及 び 実 施 場 所 

概 要 聴 取   令和 5年 1月 27日（監査委員事務局） 

備 品 検 査   令和 5年 2月  9日（秘書広報課執務室） 

監 査 講 評   令和 5年 3月 13日（監査委員事務局） 

 

 

2. 監査の方法 

今回の定期監査は、令和 4年度(令和 4年 12月末日現在)における秘書広報課の所管

に係る財務事務等を対象に関係資料の提出を求め、職員から説明を聴取し実施した。 

 

3. 監査の着眼点 

① 前回の指摘・注意助言事項の検討・改善が行われているか。 

② 予算執行、収入、支出及び財産の管理等の事務は適切かつ効率的に行われてい

るか。 

③ 事務事業の執行にあたっては、住民の福祉の増進、市民負担の軽減、市民サー

ビスの向上に努めているか。 

④ 事務事業の執行が法令、条例、規則、予算及び議決等に基づきなされているか。 



⑤ 文書の処理方法、諸帳簿の記帳整理は適正に行われているか。 

⑥ リスク管理（チェック体制）の整理は適切に行われているか。また、その体制

は有効に運用されているか。 

⑦ 現金の管理は適切になされているか。 

⑧ その他特に必要な事項 

 

4. 監査の結果 

指摘事項 

 

文書事務において、文書管理システムで起案された文書の「件名」と「公開件名」が

一致していないものが見受けられた。公開件名は、公文書目録として閲覧されることと

なるため、取り扱いに十分配慮されたい。 
契約事務において、「随意契約理由書・契約締結伺」を使用する場合には、適正な事

務処理を行うとともに、単価契約が必要なものについては、契約額等の記載方法につい

て検討されたい。 

また、コピー用紙においては、12 月末の時点で前年度の約 3 倍の供給量となってい

る。ふるさと納税の件数増加に伴う通知に要する用紙の枚数増加であると思われるため、

引き続き、その他の用紙の削減に配慮されたい。 

寄附及びふるさと納税に関する業務の増加に伴い、調定事務が煩雑になると思われる

が、年度末に向けてそれぞれの収納の確認にも注力されたい。 

 

指摘項目 指摘の内容 指摘の根拠 監査委員意見 

契約事務につ
いて 

ふるさと納税のリーフ
レット作成委託料（他１
件）において、直方市契約
規則第21条第3項により
請書が省略されているが、
見積書に契約期間等、契
約の内容の確認に必要
な要件の記載が漏れて
いる。 

 

直方市契約規則第21条第3項 
契約書の作成を省略する場

合は、請書(様式第 4 号、様
式第 5 号又は様式 6 号)を徴
さなければならない。ただし、
第 1項第 2号及び第 3号並び
に 1 件の見積り価格が 20 万
円に満たないものについて
は、契約の内容の確認に必要
な要件を記載した見積書を提
出させることにより請書を省
略することができる。 

 請書を省略する場合
は、契約の内容の確認
に必要な要件を記載
した見積書を徴取し、
規定に沿った適正な事
務処理をされたい。 


